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　本校は高知県中心部から西へ約 50km、

車で約１時間移動した須崎市に在り、須

崎湾を一望できる標高約 40 ｍの高台に立

地しており、南海トラフ地震発生時には

高さ 25 ｍの津波が発生すると想定されて

います。災害発生時は避難場所及び避難

所に指定されており、学校周辺の地域避

難者は最大で 2,000 人と推測されていま

す。

　平成 31 年４月から「高知県立須崎総合

高等学校」に校名が変わり、新しく体育

館も建設され、災害時には避難所として

開設されます。そのため、平成 28 年度よ

り本校独自の避難所運営ゲーム【ＨＵＧ】

に取り組み、避難者の生活支援ができる

よう、防災学習活動を実施しています。

また、工業高校の特色を生かした防災も

のづくりにも継続して取り組んでいます。

　今後、高い確率で起こることが想定さ

れる南海トラフ地震や、その地震によっ

て発生するであろう津波に備えるととも

に、津波避難場所に指定されている本校

の状況において、生徒、教職員には自分

自身を守る意識を高めることが必要です。

そして、自らだけでなく、避難してきた

方々を支援する意識や態度の育成が望ま

れます。

　課題研究において防災に関するものづ

くりを行い、避難訓練の際、市行政や地
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域との連携を図り、製作物を活用しなが

らより実践的な取組を行ってきました。

また、平成 28 年度高知県黒潮町で開催さ

れました「世界津波の日」高校生サミッ

ト in 黒潮に参加し、国内の多くの高校生

はもとより、海外の高校生との交流もで

きたことで防災教育の大切さや意識向上

が更に図られました。使用する側の立場

に立ち、簡単に組み立てることができる、

使いやすい、片付けやすい、処理しやす

い等、ユニバーサルデザインを取り入れ

た「ものづくり」を防災教育の中に含め

ることで、技術・技能の向上に加え、も

のづくり防災教育活動の推進につながり

ました。

　「防災意識の高揚と実践力の育成」「自

らが判断し行動できる力の育成」「防災

リーダーとなりうる資質の育成」を目標

に、平成 26 年度から生徒会が中心となり、

全国防災ジュニアリーダー育成合宿へ参

加し、全国から集まった児童生徒と防災

リーダーとしての役割を担う学習を行っ

てきました。毎年、参加生徒は全校生徒

対象に報告会を開き、防災意識を高める

充実した研修内容を伝えています。また、

昨年度から各クラス役員に防災委員を置

き、継続した取組により、防災に対する

意識向上をすすめ、積極的に自ら進んで

考え行動できるようになりました。

　地域の避難場所、避難所としての役割

は大きく、市行政はもとより地元自治体

や地域住民との連携は必要不可欠です。

本校が推進役となり、震災後の避難生活

も視野に入れ、具体性のあるものにした

いと考えてきました。

　工業高校として特色あるものづくりを

通した技術・技能の向上は勿論のこと、

地域の方々の要望に応える「想い」や「絆」

は、年々深まってきていると思います。

今後も継続して「防災ものづくり」を実

施し、地域とともに情報発信に努めてい

きたいと考えています。
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